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桜
川
市
議
会
初
代
議
長
の

今
井
房
之
助
氏
と
初
代
副
議

長
の
塚
本
明
氏
に
、
地
方
自

治
の
発
展
と
市
政
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、

県
西
市
議
会
議
長
会
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

今井房之助氏塚本　明氏

今井房之助氏、塚本　明氏 に感謝状！

県道つくば益子線・本木バ

イパスについて

問　今の計画では効果がない。

真壁町白井地区まで法線を伸ば

すべきでは。

答　合併特例債の事業期間は10

年間で、県道は７年間で行う予

定です。白井地区まで伸ばすと

費用が３倍かかります。

要望　白井地区まで伸ばすのは

樺穂小に通う子どもたちの安全

のため。これを視野に入れてほ

しい。

問　県道なのに、県は補助金を

出さないのか。

答　全体事業費10億5,000万円

のうち 66.5％、６億 9,825 万円

が交付税措置です。県の補助は

23.45％、２億4,622万5,000円

です。市の負担分は10.05％、１

億 552 万 5,000 円となります。

問　全員の同意が得られなけれ

ば事業は進めないのか。

答　反対があるときは進めませ

ん。

多目的複合施設の設備

問　多目的複合施設の中に資料

館は入るのか。収蔵庫や空調も

必要ではないか。

答　資料館も入ります。収蔵庫

も検討してまいります。

要望　展示は常設展示が常識、

貴重品もだめにならない設備が

大切。膨大な民具の収納も考え

てほしい。

問　多目的複合施設の事業費 20

億円の内訳は。

答　設計は約3,200㎡を想定し、

建物は地上３階、地下１階を予

定しています。費用には建物だ

けではなく設備等も含まれてい

ます。

問　駐車場も含め、面積は大丈

夫か。

答　敷地が狭いため、資料館の

東側の土地をお借りし、駐車ス

ペースを考えていきます。

問　建設に当たっては真壁の住

民や議員にも相談してほしい。

答　建設委員会を立ち上げて検

討していきます。

大和中学校のエレベーター

問　中学校のエレベーターは何

に使うのか。障害児童の受け入

れは。

答　給食の運搬や、障害のある

生徒の受け入れ体制を考慮しま

した。

岩瀬駅前跨線橋の状況は

問　ＪＲとの合意は。駅前通り

からまっすぐ行けるのか。

答　旧岩瀬町時代にＪＲと話を

しましたが進展していません。

橋上駅の方がいいという回答を

ＪＲからいただいています。

新市建設計画の展開は

問　新市建設計画に対する市長

の考え方は。

答　当初、大和中学校建て替え

は入っていませんでしたが、総

枠を変えずに特例債を使うとい

うこと、多目的複合施設の中に

埋蔵文化財センターを入れるこ

と、また、期間を前期と後期に分

け、岩瀬地区の跨線橋・図書館建

設までを前期とすることについ

てご理解をいただきたい。

問　埋蔵文化センターと多目的

複合施設が一緒になることは何

も聞いていない。上曽トンネル

出口の休憩施設と一緒でもいい

のでは。

答　厳しい財政事情の中、効果

の発揮できる施設をつくってい

きたい。また、トンネルの進捗状

況が見えていないため、特例債

10年間という縛りを考えて提案

しました。

問　岩瀬地区の事業が遅れてい

る。前期と後期に分ける必要が

あるのか。財政のことをお尋ね

したい。

答　実質公債比率 14.9％。この

まま事業を続けると、５億円く

らい起債残高が増え、厳しい状

況になります。

答　岩瀬跨線橋は20年度に予算

をつけたい。後期の事業は議会と

相談しながら進めていきたい。

７月11日、桜川市の新市建設計画に

ついて、４常任委員会合同委員会が

開催され、進捗状況や今後の計画に

ついて質疑が行われました。

閉会中も市の計画・事業・課題等について、調査・審査をしています

4 常任委員会
合 同 委 員 会
4常任委員会
合 同 委 員 会

よりよき議会だより
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よりよき議会だより

　　　　を目指して！
 〜会議録センターとたくみの里を視察〜

ֲ埼玉県鴻巣市にある会議録センターは、桜川市議会の会議録の反訳と議会だよりの編集作業を依頼し

ている会社です。研修では、市民に親しまれる『議会づくり』編集のノウハウや、パソコンを使った編

集作業の説明を受けました。また、会議録検索システムや議会中継システムも説明を受け、議会だより

だけではなく、ＩＴを活用した開かれた議会を学びました。

　また翌日は、都市と農村の交流をテーマとした群馬県みな

かみ町にある「たくみの里」を訪問しました。たくみの里は

旧新治村が昭和62年に開設した施設で、さまざまな伝統工芸

等が体験でき、近年は年間約50万人が訪れているそうです。

　たくみの里のある須川宿（旧三国街道の宿場町）は、町並

み景観も美しく整備されており、本市においても町並みや里

山の景観を保存しながら、人を活かし地域を活かしたまちづ

くりが望まれています。

　平成19年４月２日、市民の方より市監査委員

会に、市長交際費と議会常任委員会研修費の支出

について住民監査請求が提出されました。市監査

委員会は４月17日に監査結果報告書を送付、５

月 15 日に開催された議会全員協議会において

も、議会選出の監査委員から「問題はない」とい

う報告がありましたが、その内容を不服とした住

民監査請求者の方より、５月31日に水戸地方裁

判所に訴訟があり、現在係争中となっています。

　合併してもうすぐ２年が経とうとしていますが、こ

の間、議会においても地域間の差をなくすため、種々

協議を重ねてまいりました。

　ことしの４月には大きな課題であった水道料金も統

一となり、また、今年度中には市民憲章や市の花・木・

鳥などを決める予定で、徐々にではありますが一体性

が芽生えつつあります。

　しかし、まだまだ課題も山積しております。６月の

定例会では、各地区の公民館分館の取り扱いや防犯灯

の管理体制が取り上げられました。

　すべてを統一することは時間がかかるかもしれませ

んが、１日も早く地域間の差をなくすために、これか

らも執行部とともに調査・検討を行ってまいりますの

で、ご理解ご協力をお願いいたします。

　筑西市及び筑西市議会より、来年秋開通予定

の北関東自動車道（仮称）岩瀬インターチェンジ

の名称について、「桜川筑西インターチェンジ」

としてほしいとの要望がありました。

　当市議会では、６月５日と７月11日に開催さ

れた議会全員協議会にて、この要望を協議し、受

け入れることにいたしました。

　今後は、東日本道路公団とこの名称について

協議し、開通前に名称が決定することになりま

す。このインターチェンジの開通により、桜川

市、筑西市が大きく発展することが望まれます。

地域間の差をなくすために北関東自動車道

「（仮称）岩瀬ＩＣ」の名称は？

住民監査請求にかかる訴訟

執行部より提案（合併特例債事業）のあった事業スケジュール
前期 大和中学校改築事業 平成 17 〜 20 年度 大和地区

多目的複合施設建設事業
平成 19 〜 22 年度 真壁地区

（埋蔵文化財センター建設含む）

幹線道路整備事業（つくば益子線大和工区） 平成 18 〜 24 年度 大和地区

岩瀬駅跨線歩道橋・図書館整備事業 平成 20 〜 23 年度 岩瀬地区

後期 都市計画道路整備事業（松田西小塙線） 平成 23 年度以降 岩瀬地区

幹線道路整備事業（つくば益子線岩瀬工区） 平成 23 年度以降 岩瀬地区

休憩施設建設事業（上曽トンネル坑口付近） 平成 24 年度以降 真壁地区

新庁舎建設事業 平成 24 年度以降

視察日：平成 19 年６月 21 日、22 日

視察先：埼玉県鴻巣市、群馬県みなかみ町

目　的：議会だより編集、伝統工芸視察




